
 

 

第 36 回全国身体障害者施設協議会研究大会 

実践報告・ポスター発表の募集について 
 

 

＜大会テーマ＞ 

踏み出そう！北の大地から新たな時代へ～一人ひとりの願いの実現～ 

 

 

 

 

 

研究大会は、皆さんの研究成果や実践等を発表し、スキルを高めていく場

です。 

発表の方法は、①実践報告、②ポスター発表から選ぶことができます。 

 

期  日：平成 24 年８月 28 日（火）～29 日（水） 

場  所：北海道札幌市「札幌コンベンションセンター」 

〒003-0006 札幌市白石区東札幌６条１丁目１-１ 

 

 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

全 国 身 体 障 害 者 施 設 協 議 会 



発表方法は、①実践報告、②ポスター発表から選ぶことができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 実践報告 

 

日  時：平成 24 年８月 29 日（水）（大会２日目） 

      ９：00～12：30 

発 表 数：35 発表 

発表時間：１人 30 分 

（発表 20 分、質疑応答・意見交換 10分） 

テ ー マ：「テーマ分類」の中からテーマを選択し、発表者が発表タイトルを

設定 

      ※ 平成 24 年度は「研究発表」の募集を行いませんので、「実践報告」だけでな

く、仮説検証型の「研究発表」や「研究事例」のような発表も募集いたします。 

 

② ポスター発表 

 

日  時：平成 24 年８月 28 日（火）～29 日（水） 

※ 大会期間を通じて展示 

※ ただし、８月 29 日（水）（大会２日目）の 13：15～13：45 は発

表者の必置時間帯 

発 表 数：（調整中） 

テ ー マ：「テーマ分類」の中からテーマを選択し、発表者が発表タイトルを

設定 

③ 研究発表 

 
平成 23 年度の研究大会の開催延期に伴い、平成 24 年度は「研究発表」（発表時間 40分＋質

疑応答 20 分）の募集を行いません。 

平成 24 年度の「研究発表」は、平成 23 年度の研究大会において発表予定であった、下記の

６施設により行います。 

※ 発表タイトルは仮題 

◇ 第１会場（指定テーマ） 

「個別支援計画に基づくサービス提供体制の検証と見直しに関する研究」宮城県・太白ありのまま舎 

「個別支援計画に基づく医療サービス提供スタッフの増加」兵庫県・博由園 

◇ 第２会場（自由テーマ） 

「生活介護における医療的ケアの充実とターミナルケアへの取り組みについて」徳島県・有誠園 

「障害者を地域で支える体制づくりモデル事業の実施と検証」熊本県・愛隣館 

◇ 第３会場（指定発表施設：第 35回研究大会での実践報告発表施設） 

「食べる事の意味を考えて～さらなる挑戦～」群馬県・桐花園 

「音楽療法の活動経過と今後の展望について」福岡県・陽だまりの里 

 



①実践報告 

日  時：平成 24 年８月 29 日（水）（大会２日目）９：00～12：30 

発表時間：１人あたり 30 分（発表 20 分、質疑応答・意見交換 10分） 

発 表 数：35 発表 

発表タイトル：発表者が発表タイトルを設定し、「テーマ分類」（ｐ５参照）の中からテーマ

を選択します。 

選考基準：応募多数の場合、研修・全国大会委員会において選考を行い、発表者を決定

します。 

     選考にあたっては、①「発表タイトル」、②「発表タイトルを選んだ理由」・「課

題提起」、③「具体的な実践・取り組みやプロセスの説明」、④「取り組み結

果の分析」・「今後の実践に向けた更なる課題」が明確に整理されていること

を基本とし、具体的な実践や方法を広く普及させる必要性、継続的な取り組

みがなされていること等を総合的に勘案します。 

選考結果：平成 24 年５月中旬までに発表申込施設の施設長に通知 

発表資料：①発表資料の作成及び提出 

      選考後、発表者は発表資料を事務局に提出いただきます。 

      発表資料はＡ４判４枚以内とし、提出いただいた発表資料と実践報告当日

に利用になる資料は同一のものでお願いいたします。作成上の留意点につ

きましては、発表者に別途「発表資料作成要領」をお送りいたします。 

なお、発表当日、動画を使用する場合は、別途事務局へご相談ください。 

        ［提出締切］平成 24年７月 17 日（火）までに事務局へ提出 

         ※ 提出後の資料の差替えはできませんので、ご了承ください。 

      ②身障協 web サイトへの掲載 

       提出いただいた発表資料は、大会参加者が大会の開催前に参加される実践

報告の決定等にご活用いただくことを目的に、身障協 web サイト

（http://www.shinsyokyo.com/）に掲載します。 

 

実践報告の発表タイトル例 

例えば、次のような発表タイトルを付けてください。 

 「夜間入浴支援の実践を通じた施設内サービスの見直しについて」 

 「地域生活支援に向けた日中活動の充実について」 

「サービスの標準化と質改善に向けたサービス提供マニュアルの見直しについて」 

「多様な地域生活を支えるグループホームの開設に向けて」 

「『障害者虐待防止の手引き（チェックリスト）』を活用した業務改善について」 

 

※ 内容はあくまでも参考例ですので、貴施設・事業所におけるさまざまな実践や取り組みをご発

表ください。 
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発表番号 
発表タイトル 

施設名・発表者 
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ポスター貼付 
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②ポスター発表 

 日  時：平成 24年８月 28 日（火）～29 日（水） ※ 大会期間を通じて展示 

      ※ 平成 24 年８月 29 日（水）13：15～13：45（大会２日目）は、発表者の常

駐時間帯とし、この時間帯は発表者が必ず説明するものとします。 

 発 表 数：（調整中） 

 発表タイトル：発表者が発表タイトルを設定し、「テーマ分類」（ｐ５参照）の中からテーマ

を選択します。 

選考結果：平成 24 年５月中旬までに発表申込施設の施設長に通知 

 ポスター発表とは 

・ポスター発表では、聞き手と発表者の距離が近く、気軽に質問

したり、意見交換をしたりすることができます。 

・発表者はパネルの横に立ち、参加者が集まってきたら、ポスタ

ーに沿って説明を行います。 

・参加者はポスターの内容で分からない点や疑問に思った点等が

あれば、その場で質問を行い、発表者はそれに答えます。 

ポスターの作成 

 ・「発表タイトル」、「施設名・発表者」、「実践の概要や説明」、「キーワード」、「写真」、

「図表」等を事務局が用意するパネル（縦 180cm×横 90cm）に展示します。 

・「発表番号」、「発表タイトル」、「施設名・発表者」

の表示は事務局が準備し、あらかじめ指定の場所に

貼付しておきますが、それ以外の発表物の貼り付け

は各発表者に行っていただきます。 

・直接パネルに貼り付けても、あらかじめ模造紙等

にまとめて貼り付けても、貼り付け方法はどちらで

も構いません。 

・見る順番等を示した番号を付しておきますと、発

表者がいない場合でも参加者が理解しやすくなり

ます。 

・発表者は、ポスターの他に「ポスター発表要旨」

を作成し、事前に提出します。「ポスター発表要 

旨」は大会本資料に掲載します。 

注意事項 

・応募多数の場合、研修・全国大会委員会において選考を行い、発表 

者を決定します。 

・ポスター制作費、運搬費等は発表者のご負担となります。 

・映像や録音物を使用しての発表はできません。 

・ポスター発表の実施にあたり、発表会場にて机等を使用するこ 

とはできません。 

・ポスターの貼付及び撤去時間等については、別途ご案内いたします。



テーマ分類（実践報告・ポスター発表用） 
（１）サービスの質をより高める工夫・実践 

① 食事支援（栄養管理含む） 

② 入浴・排泄支援 

③ 社会参加支援 

④ 外出支援 

⑤ スポーツ支援 

⑥ 医療・看護の工夫・実践 

⑦ リハビリテーション・福祉器具の工夫（趣味・生きがい活動） 

（２）個別ニーズに応じた適切なサービス提供・相談支援 

① 個別ニーズに着目したアセスメント、支援の取り組み・方法 

② 個別支援計画の作成・見直しに関する取り組み 

③ 相談支援の実践 

（３）地域生活支援 

① 施設利用者の地域生活移行実践 

② 在宅サービスの取り組み 

③ 地域での住まいの場 

④ 自立支援協議会等との連携 

（４）良質かつ安心・安全なサービス提供に向けた仕組み・ケア実践 

① 小規模化・ユニットケアへの取り組み 

② 人材育成、施設（法人）内研修やＯＪＴ 

③ 福祉施設リスクマネジメントの実践 

④ 苦情解決・相談対応の工夫・実践 

⑤ サービスの標準化とサービス提供マニュアル（手順書等）の工夫 

⑥ 利用者の権利擁護実践（人権の尊重、プライバシーへの配慮、虐待防止、適切な利

用契約、個人情報保護等） 

⑦ サービス管理責任者の役割 

（５）災害時の支援・受入に関する取り組み 

① 災害に備えた施設の取り組み 

  ② 災害時における施設の対応 

（６）福祉経営実践・その他 

① 地域福祉の推進に向けた法人・施設独自の取り組み 

② 人事管理、労務管理、財務管理に関する具体的な取り組み、工夫 

③ 事務の効率化、施設の事務等のＩＴ化 

④ 情報公開・開示、施設・サービス情報の提供 

⑤ 第三者評価の受審や自己評価の実施 

⑥ ボランティアの受入や福祉教育への協力 



個人情報保護について 

 

個人情報保護法の施行に伴い、本会では個人情報の取り扱いに関して、その保護に関す

る方針等を定め、適切な取り扱いに努めています。 

つきましては、「発表申込」及び「発表資料」作成に際し、以下の点をご留意ください。 

 

① 発表内容として利用者の事例を取り上げる場合は本人に説明した上、必ず同意を得て

ください。 

② 利用者・職員に限らず個人が特定されることがないようご配慮ください。 

③ 利用者・職員に限らず個人の名前は必ず「Ａ」（２人目以降「Ｂ」「Ｃ･･･」として

ください（利用者「Ａ」、職員「Ｂ」等と表記する。イニシャル等は不可）。 

④ 事例の記載にあたっては、必要な情報に限定してください。 

⑤ 写真等を使用する場合には本人の同意を得て、その旨を資料にも掲載するとともに、

必要に応じて個人が特定されないようなデータ加工等を施してください。 

 

 

応募から発表までの流れ 

発表方法 

スケジュール 

平成 24年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

① 実践報告 
※ 応募用紙①「実践報

告申込用紙」を使用 

 

 

 

  

 

 

  

② ポスター発表 
※ 応募用紙②「ポスタ

ー発表申込用紙」を使用 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※ 平成 23 年度の研究大会の開催延期に伴い、平成 24 年度は「研究発表」の募集を行いま

せん。 

 

 

（17 日） 

選
考 

発表資料作成 
研修・全国大会委員会による選考 

発表者へ連絡 

発
表
資
料
提
出 

 

応募 

（締切：４月 16 日） ８
月
28
日
、
29
日
研
究
大
会 

ポスター及び

ポスター発表

要旨作成 研修・全国大会委員会による選考 

発表者へ連絡 

ポ
ス
タ
ー
発
表
要
旨
提
出 

（17 日） 

応募 

（締切：４月 16 日） 



応募方法について 

 

別紙「応募用紙」に必要事項を記入し、全国身体障害者施設協議会事務局宛てに郵送・

ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかでお申込みください。Ｅメールの場合は、開封確認メッセ

ージを必ず要求してください。 

なお、応募用紙は、身障協webサイト（http://www.shinsyokyo.com/）からダウンロー

ドすることができます。 

 

【応募先】 

全国身体障害者施設協議会事務局 

〒100-8980東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部内（担当：岡﨑、武井） 

TEL 03-3581-6502 ／ FAX 03-3581-2428  

E-mail info@shinsyokyo.com 

 

【締 切】 

① 実践報告 

応募用紙①「実践報告申込用紙」を 

平成 24 年４月 16 日（月）までに提出 

② ポスター発表 

応募用紙②「ポスター発表申込用紙」を 

平成 24 年４月 16 日（月）までに提出 

 

その他注意事項 

 

実践報告・ポスター発表を行う場合は、別途研究大会への「参加申込」が必要となりま

す。研究大会への参加申込につきましては、別途開催要綱をお送りいたします。 

その他、ご不明な点等は事務局までお問い合わせください。 

 

 
【全国身体障害者施設協議会事務局】（担当：岡﨑、武井） 

〒100-8980東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部内 

TEL 03-3581-6502 ／ FAX 03-3581-2428  

E-mail info@shinsyokyo.com 


